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所謂パラ大腸菌の發生に関する研究
第2報:所謂パラ大腸菌の乳糖分解性の獲得に関する実験的研究
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．（本論文の要旨は、昭和25年4月24日、日本細菌学会弟甲回曙金・仙剖こ於いて発表．した。）
1
緒　　　　　　　　盲
著者は、第1報に放い七、普通車腹囲に尿
素を作用させて乳糖分解能を喪失せしめ、ま
た、ウレタンと共にサルファダィ7ジンを服用
した後、乳糖非分解性大勝蔚を多数に得た自
家茸驗を報じト所謂パラ大腸蔚は環境の壁化
による藩過大腸蔚の十欒異型苗であるといふ
■想定に若干の茸誼性を輿へたが、今回は逆に
下痢倖より得た所謂パラ大腸菌庭乳糖分解性
獲を得せしめる實驗的研究を行仏、この想定
に更に確實性を輿ぺることを期した。
平　　　　　　　　助
弟1章　供試昔棟の分灘止性斬
供試菌株？分離に先立って、所謂パラ大股菌の検
出率について立言すると、串ndihrd（1935〕はカイ
ロのPublic Healtb―L議bor8tOryに於いて、赤痢便の
占50例申1占・1％i腸炎便の250例より10・4タ左、健
康便の174例より8・占％の軌こ茶筒毎晩出し、」松尾
〔昭・14）は小児大腸炎患者舶7例申5例（1・0アブ畠）
に木簡在発見L、白山（昭・岬）は健康人12Ⅰ名より
BO菌株（24・7％）屯矧離礁取L、徒宋報償せられた
ものより検出率が高いと述べてゐる。著者ほ、急性
乃至慢性下痢点者塵202例より23例（1Ⅰ・2プの、健
康便1202例より91例〔ア・5％）といふ検出率ね見た―
但、総て糞便缶遠藤増他に直接に培養した、ものであ
り、増商法は施Lてゐない。下痢極より凍取Lた場
合は、遠藤平板培地上、所謂パラ大腸菌亀集落数が
d平板の全集語数のり3以上に亘ることが多く、健
康便よ申の場合は、1平板止1又は2、3集落のみ
であったが、何れの場合も1平板上の集落の数に
関係なく1株のみね耽った。本莫驗には下痢僻より―
分勘Lたものゝ10株毎用ひた占
まづ供試薗株の性状缶一括して示す。
〔1〕形態学駒性状モグラム陰性、中等大の嶺梓
菌であって、固有連動あり、莱膜及び芽胞在形成L
ない。
〔2〕培養上の性状：菅通培地に長野に発育し、
琴天培地及び達嘩堵鞄に於いては，周澤正円形で不
透臥湿潤性の光沢あり、色調灰白色、径0．5′－4
mmの集落毎呈し、ブイヨンね一様に洞濁せしめる。
〔3〕生化学的性状：インドール存置生し、硫化
水菜缶畢生し、メチルロート試験陽性、フォヂス●
プロスカサエル反応陰性、柵擬酸ソー列試験陰性、
葡萄糖加中性紅寒天培地に於いては蛍光とともにガ
ス毎発生し、ブタムス牛乳在24時間以内では範囲せ●
しめず、且酸産生在示さない○ゲラチン在韓化Lな
し、。
（4）解糖性：葡萄糖缶24時間以内で分解L、酸
及び耳元缶発生せしめ、乳糖毎72時間以内では分解．
せLめず、薦糎に対しては、．1ロ株中2株は加時間内
年分解して調及びガスね発生させるが、他の8抹は
分―解しない。
すなはち、供託菌10株は、何れもPa一員。。加配t一
山Tふcolirdmeと固定されるのであるが、庶糎に対す
る態度により、木蘭にも普通大腸菌に放けるが如く、
Communiqr栗とCommune∴栗とあることが判明し、
所謂パラ大腸菌の畢生史的考察に興味ある所見在室
Lてゐる」。†
第2費・乳糖加ペプトン水による乳糖馴致
乳糖非分闇性の所謂パラ大脇菌がい乳糖屯倉有L
た培地に懸横的に培養せられることにより、乳糖私
達に分解するに到る葉蘭は、琴に藷家甲報ずる所で
あ亭。Minning〔1937）は、乳糖血液状培地ね8回
・通過せしめることにより、7株中古殊に於いて乳糖
い
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置了去
〔鷺驗Ⅰ〕．　　　　　　　　　　　　　　　Lた所、前者にてほ、―その悉くの菌株に於いて、l
本宅驗に於いては、黒木〔昭・16〕が赤岡Ⅴ型菌の　　夜にLて赤色集落の発育するのな認めた。〔この鞄
マル巨ゼ分解在実験した方法に倣ひ、簡1蓑の如・痘痕式に就いてほ後節雨巳載する0）後者に於いて
く乳糖とべブけの含有率詣異にしたl確蘭の培養　　も、同じく全株が乳糖な数時間にして分解する性状
基む用ひた。この11種溝の培養基に供託菌1喝の所　　在得たことな知ったが、その縫過は罪2表に示す。
爵」2　衷　（遠―　統　轄　着）
l
ヽ
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●
実験の結果な一括すれば次の革が言へる：
（り　供託IU簡株中、乳糖分解能在籍たのほア昧
で、他3株は頑強に乳糖陰性な保持した。
（2〕上冨巳7菌株について見るに、大体に於いて、
糖分解能在得るに到る時間が糖含有量の多少によつ
て支配されることが知られる。各菌株が最類い日数
で乳糖在明確に分解Lた培地の乳糖とペプトンとの
比（1：p）は、①　Pl株、第占培地〔l・2：0・8）、
韓ア培地（Ⅰ・4：0・占）、◎　P3株、第5培地（1・0：
l・0）、第6培地〔1・2：0・8）、第ア培地（l・4：0・占〕、
曲　P4株、第8培地（1・占：0・4）、④P8株、第B
培地〔1・6：0・4〕、第9培地〔Ⅰ・8：0・2〕、㊥　P9
昧、第5培地〔1・0：．1・0）、①　Pユ0株、第7培地
（l・4：0・6）であって、l：p垂1が好適な条件と
第　5　表
恩ほれる○⑳P2株ほ、1：pに関係なく、乳糖分
解能の潜在素質が元来眠かったのであらう。
！
―乳糖含有率0・2プ古以下及びペプトンむ含まない堵
他に於いては乳糖分解能の獲得は期せられない。
〔鷺驗　∬〕
・故に供託菌1ロ株毎乳糖含有率の稀薄な培養基より
濃厚な培養基〔0より10〕に到るまで1日毎に痕捌こ
通過せしめて乳糖に対する劇化、適応毎見んとした。
而して乳糖毎分解して酸及びガス在発生す引こ至つ
た培養毎払rsiekow―乳糖培地に移植した所、悉く
数時間内に乳踊な分解したるまた、遠藤培地上に啓
一植した扉、すべて24時間葎赤色築港の発育ね認めた。
この発生様式に就いてほ後に櫨べる。
常3表に就いて説明ね加ふれば、P2，P3，P4の3
1
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表中数字は酸及びガス発生に至った培養の世代む、（＋〕は酸及びガス発生缶、＋は酸産生ね示す
株は第5回の間代培養即培養基第4に於いて、Pl、
P8，P9の3株は第占回の雅代培養徒即曙養基第5に
於いて、PlOは第7回の培地通過後即培養基帝6に
ノ■
於いて、それぞれ糖分解能在示した。P6株の態度
は例外であって、培養基0より1ロに到る迄即日に
桂乳糖ね分解しなかったが、第5回の牌代培養鐘即
培轟基帯4に放置せられた陳旧培養に60日後に怪物
な酸産生が示されたので、これ在遠藤平板に移梅L
て検すると、125ケの白色集落の申に3ケの赤色集塔
毎得、それはBa一旦i由ow培地に於いて数時間で乳
坤な分解し、酸革びガスの発生毎示したが†こ匹笹
乳糖培地通過のみによる変異とは葛へられない。
莫驗Ⅰ、∬の成績から判断ザると、所謂パラ大腸
菌に乳糖分解能在獲得せしめる莫驗的操作とLては、
1：p一定培地に連続増遷Lても、l：P一定培地
に毎日移植しても、l：Pの稀博な培地から濃厚な
堵他に順次移植しても、乳糖適応の結果から見れば、
大運はない。しかL、1：P≒1とすることは、こ
の目的のためには好適な条件と恩は中る。また、表2、
蓑3に示すやうに、乳糖分解能在獲得Lたと恩は
れる菌株は、いマも同じ株（Pl，P2，P3，P4，P8，
P9JPjO〕であるやで－乳糖分解能材‘獲得”した与
所藷パラ大脇菌の轟生に関する研究　Ⅷ）
云jlよりは、乳癌分解能の潜在素質毎‘‘発現”した
と考へるのが正Lいかも知れない0
．集5章　遠藤培地上の撰見
第2章に記述した葺驗に於いて．乳糖加ペ
プトン水に培養して乳糖を分解し、酸及びガ
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スを硬生す声に至った培養の全例を逐日遠藤
平鹿に移植し、．赤色集落の蟄生の状態を癒し
て、それに4種の異った過程が認められた0
第ヰ表は第6培地（・】．：p＝l・2：0・8〕に於
ける成院である。
第Jl表
第6号培地〔ペプトンOt8タ左、乳糖l・2タ左）に放ける連続増養の所見
P2　　1　P　3
培
養
白
色
集
落
数
3
4
5
25
赤―
上
上
上
上
（1）遠藤培地上、赤色集落が白色集落に
清ぎって現はれ、ペプトン水に於ける培養日
数の経過に従って湖東にその数を増す0此虞
に屠する蔚株は、P2，P3，F4，P8，P9の5
蔚株である。
〔2）遠藤培地上に柴草的（叩rungW由）
に赤色の集落のみが同時に出現するこの例は
菌株Plに於いて見られた。即こ培養4日後
糖分解を哀した培養を遠藤培地に検するに、
1届夜複赤色集落のみを生じた0　い　′
（3〕遠藤培地上の全集落が白色乃至は無
色より桃色を経て漸次に赤色の度を増し、
漸進的（aLlmahlich）に普通太陽蔚匹欒具する
も？モ．蔚株PlOが琴に唇する0
（4）乳糖分解能を得た8枠中6株（P2・
P3，P4，P8，P9，PlO）に於いて、赤色集落
の他に白色集落に乳糖陽性の娘集落の發生を
見た。．即、朗謂パラ大腸菌が乳糖分解能を獲
得して普通大腸菌に欒具する場合には－
鮎咄riumc01i甲utabiIeの過程を曙む場合が
案外多いのではあるまいかとも考へられるの
全集落徴紅
同　　　上
全集落洪赤
全集塔　赤
であって、蔚軽費生史的考察に非常に興味あ
■
る所見と思はれるので、＝P血相印lobac叩m
c。Iif。rmeのNeisscr－Massini現象への知見
′補遺‖な‘る別報に於いて詳しく述べる0
■第4章　辞異音の性状・
第1静　―　般　牲　舵
各攣異蔚の一敗性状軋乳術分解性以外に
各原株蔚と相違せす、形態的には大部分に於
いて肥厚してや1大となったが．原株茜が短
太の場合は大部分が球菌宙梓蔚形（Coc亡Ob凰－
Ci11us－form）を執った0
第2節　範集五感上の担異音と脛球菌との関係
各攣異蔚株が各原株宙より壁具したもので
あり－、無縁の韓宙の進入によったもので無い
こ主を証明するとともにこ乳糖分解酵素獲得
Il
―によって凝集反應阜に現れる抗元性に如何な
る影響があるかを見るために、原株宙及び欒
異苗の凝集反應の交叉韓驗を行った0
免疫動物は家兎を用仏、供試薗株は．第6
ミ培養基（1：p＝1・2：0・8）に連続増葺6日緩
速藤平板に於いて、白色集落（原株）及び赤
39占　　　　　　　　　　　　　　　　岡
色集落（壁株）を分離し、各々普通寒天斜面
20時間培養（血塊）を糊払た。免疫方法は第
1回0・5mる，第2回1・Omg，第3回．2・0血g
（以上死宙）、第4回l・0皿g，（生蔚〕を耳静
脈に注射し、最後の注射から1週間に．して垂
採血し、所要血清を得た。その路末凝集債を
第5表に掲げる。
第5表　終末祝集価
（圃抹香骨に′のついたのは掌琵菌株の変異簡株なり）
土王2800
土　64ロ0
第5表に伐り明白なるく、乳糖加分解性蔚
株は－．常該原株葛か．ら生じた壁異株であって，
他宙が趨人したのではないこと．甜糖分解酵
素の獲得は凝集反腫上に現れた抗元性に格別
の影響を殆ど示さな山ことが知られる。
第5費　原韓型への在踊
壁異型から原棒型への復蹄に関する研究蛭、
欒異研上究重要な部分を構成するが、茸驗的
復路の方法には諸種の操作が行はれるのであ
って、例へぼ、動物を通過させること、同一
増産塞に長期に亘って培養すること、化畢的
作用を輿へることなど忙従って目的が蓮せら
れてゐる。即、西経（1913）は、チフス菌の
欒異歯を5回の動物通過と2回の腹水及び4
回の人膿汁培地通過により原型へ復路せしめ
得たと報じ、T¢enit8凱En（1ウ21）は60回の動
物過通に伐り嬰性肺炎梓蔚（Friedlan血r）の
一部分りみ復摩したと云仏．Mas扇ni（1卯7）
はBacteri青EnCOlimutabileを3％の石宋酸
加培地を用ひて瞑蔚に復踪せLむることに成
功し、Bernhardt（1912）は同じくB＆Cterium
COlimutabileが塞天培養6乃至8｝日間の後に
原種へ復辟したと報じた。Minning（1937）
は乳糖凛儲直方法によって朗謂パラ大腸菌か
ら乳糖分解能を有する壁異蔚を得卜更にこり
欒異宙を乳糖のない六プトン水に培養して原
蔚に復辟せしめたと報じた。
著者も亦上記攣異蔚を普遍塞天に保存培養
Lで乳糖分解が保持されるか青か1ケ年に亘
って観察した。
茸驗及び成蹟：第¢培養基で連続増蕃10
●　　一
日にして乳糖分解能を獲得Lた蔚株を普通塞
式に培養して保存し．一定日数毎に箆藤平板
に移植して乳糖分解の有無を検した。
第6表に示す如く、塞天培地365日の保存
に於いて、欒異宙針枠中完全に原株宙に復路
したのは、P2′及び由′の2株であり、、全
然復路LなかったのはPl′及びP4′の2株
であった。PlO′は、遠藤培地上で槍するに、
原件の白色から－嘩に漸次に桃色を経て赤色
に移行して．普通大路歯型となったものであ
るが．復辟の際も漸次に桃色の度を滅する傾
向娃見られたけれども、365日を経過した場
合にも完全に白色になるには至らなかった。
P2′，P4′，P8′の3株は．白色集落と赤色集
落とが混清し、相異る個体の解離を軍はせる。
之に依って考へるに、乳糖分解能の旦較的安
定な蔚株と不安定な園株があるので、大腸菌
族の發生史を軍－の起詔削こ求めるわけには行
かないと恩はれる。
所謂パラ大腸菌の発生に関する研究（Ⅰ〕
弟　6　表
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詰：
絶　括Jと
以上の茸驗の結果を親括すれば次の如くに
なる：
（1）PirAColobactrumCOliformelO枠中8
株が乳糖加ペプトン水亡羊培養せられることに
ょ＿り乳糖分解能を得て普通大路甫の性状と全
く同一となった。その過程を遠藤培地上で検
するに．4通りわ場合が認められた○
〔イ）遠藤培地上申集落が同時に赤色のみ
を点する場合。　　　　　　　　　　　′
（ロ）－　白色集落に清じ．って赤色集落の發生
する場合。
（ハ）、白色より桃色を経て徐々に赤色た移
行する場合。　　　　　、－
（ニ）鮎ct亡riumcolimutabileの型式を生T
ずる場合。
（2）麺異蔚株と原蔚株とは．乳糖分解性
以外には一般性状の差は認められす．形態的
∈ノ
に些小の欒化あるのみであった。叉、両者の
間に凝集反感庭現れた抗元性は．乳糖分解能
の有無によって格別の差は見られない0
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（3）申ra亡0lobactrumcoliformeに於いて
も、普通米臨画に於けるが如く、Communior
系とCommune．系とあることが判明した。
要するに、Paracolobactrum亡Oliformeと
Es亡herichia亡01iとの関係を見るに．乳糖分
解能の得失によって直接に相互に移行する菌
株．もあり、Bacteriumcolimutabile形式を中
稽として、相互に移行する甫株も宙る一方、、
純系の性質を頑強に保持する薗株もあり、ま
、い
牢2者或は3者の個体に解離L得る菌疎もあ
るゐで、宙種發生史的忙菌種自体として同一
の起源を求めることはできないが、Para亡0lo－
bactrumが乳糖分解性を睦得し、Esdlerichia
が乳糖分解性を襲失する事茸が葺驗的に澄明
さ咋た蔚株もある以上、Paracolobactr聖nの
蔚株の一部は′Escberi血iaの現象型壁異に他
ならないと考へられる。Para⊂0loba亡tru血　―に
Communioi系とCommllne系主あることは
著者の想定を支持するものであると信する。
潤筆するに臨み、終始御懇篤の御指導ヽ御鞭捷在蒙り、御校閲の労ね賜ほった恩師萱倉教授に
深甚なる謝意和衷する。
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